
ＡＱＬ及び抜取検査数の設定 



赤い球である確率：ｐ 
白い球である確率：ｑ＝１－ｐ 
 
赤・赤の確率 ｐ・ｐ 
赤・白の確率 ｐ・ｑ 
白・赤の確率 ｑ・ｐ 
白・白の確率 ｑ・ｑ 
    

赤が２つの確率 ｐ２ 

赤が１つの確率 ２ｐｑ 

赤がゼロの確率 ｑ２ 
 

上の３つのケースが必ず起きるので 
 ｐ２+２ｐｑ+ｑ２＝1＝（ｐ+ｑ）２ 

赤・赤・赤の確率 ｐ3 

赤・赤・白、赤・白・赤、白・赤・赤の確率 3ｐ２・ｑ 
赤・白・白、白・赤・白、赤・白・白の確率 ３ｐ・ｑ２ 

白・白・白の確率 ｑ3 

    
赤が３つの確率 ｐ３ 
赤が２つの確率 ３ｐ２ｑ 

赤が１つの確率 ３ｐｑ２ 

赤がゼロの確率 ｑ３ 
 

上の４つのケースが必ず起きるので 
 ｐ３+３ｐ２ｑ+３ｐｑ２+ｑ３＝1＝（ｐ+ｑ）３ 

赤がｒ個、白がｎ－ｒ個の確率Ｐ（ｒ）は 
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球を順番に取出す際の確率は？ 
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パスカルの3角形 

ｎ＝１→ 

ｎ＝２→ 

ｎ＝４→ 

ｎ＝３→ 

ｎ＝５→ 

4+6＝10 

の算出法 

ＥＸＣＥＬでは 
 
ｎ！＝ＦＡＣＴ（ ｎ ） 
 

ｎCｒ＝COMBIN（総数ｎ、抜取数ｒ） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Pascal's_triangle_5.svg


コインを8回投げて表が出る確率 
表及び裏が出る確率ｐ=0.5 
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表が出る回数ｒ 

不良率ｐ20%の製品を10個ずつ箱詰した 
１箱に不良がｒ個含まれる確率 
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表が出る回数ｒ 
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１箱中の不良数ｒ 

２項分布 
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rn qpCrP )(

左右対称 不良率ｐにﾋﾟｰｸ 



50個検査して、  不良品ゼロなら合格、  
           不良品１個は合格（不良率2%＝1×100/50） 
           不良品2個以上は不合格 

Q. 生産者  工程の不良を２％以下で管理すれば良い？ 

rnr

rn qpCrP )(
不良率ｐの母集団からｎ個サンプリングして 
その中にｒ個の不良が含まれる確率P(r) 

←不良率２％で管理すると不合格が 
  26.4％も出る 

合格 97.4％ 
不合格 2.6％ 
 
 
 
合格 91.1％ 
不合格 8.9％ 
 
 
 
合格 73.6％ 
不合格 26.4％ 
 
 
 
合格 27.9％ 
不合格 72.1％ 

←不良率0.5％で管理しても、不合格が 
 2.6％出る ⇒ 生産者危険 

←不良率5％で管理しても合格が 
  27.9％も出る ⇒消費者危険 



ＥＸＣＥＬの計算式 

不良率ｐ 0.005
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ数ｎ 50
１箱中の不良数ｒ P(r)

0 0.778313 0.778313
1 0.973868 0.195556 0.026132
2 0.997944 0.024076
3 0.99988 0.001936
4 0.999995 0.000114
5 1 5.28E-06

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

0 1 2 3 4 5

P(r) 

１箱中の不良数ｒ 

不良率0.5% 

BINOMDIST(成功数,試行回数,成功率,関数形式) 

BINOMDIST(１箱中の不良数ｒ,サンプリング数ｎ,不良率ｐ,ＦＡＬＳＥ) 

BINOMDIST(１箱中の不良数ｒ,サンプリング数ｎ,不良率ｐ,ＴＲＵＥ) 

累積分布関数 
Ｐ（０）～Ｐ（ｒ）の和 

確率密度関数 
あるｒのＰ（ｒ） 
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不良率ｐ 

サンプル数n=50、不良品１個以下合格 

←生産者危険 

← 消費者危険 

OC(Operating Characteristic Curve)曲線 

合格 97.4％ 
不合格 2.6％ 
 
 
 
 
合格 91.1％ 
不合格 8.9％ 
 
 
 
 
合格 73.6％ 
不合格 26.4％ 
 
 
 
合格 27.9％ 
不合格 72.1％ 



n 50
c 1
p

0% 100
0.5% 97.4

1% 91.1
2% 73.6
3% 55.5
4% 40.0
5% 27.9
6% 19.0
7% 12.6
8% 8.3
9% 5.3

10% 3.4
11% 2.1
12% 1.3

ＥＸＣＥＬの計算式 
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不良率ｐ 

サンプル数n=50、不良品１個以下合格 

BINOMDIST(成功数,試行回数,成功率,関数形式) 

BINOMDIST(合格判定数ｃ,サンプリング数ｎ,不良率ｐ,ＴＲＵＥ) *100 

OC(Operating Characteristic Curve)曲線 
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不良率ｐ 

←生産者危険： 5％目安 

← 消費者危険： 10％目安 

ｐ０ ｐ1 

AQL:  Acceptance Quality Limit 

     合格品質限界 

LTPD:  Lot Tolerance Percent Defective 

     ロット許可不良率 
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不良率ｐ 

50個の内不良品1個以下 

100個の内不良品2個以下 

200個の内不良品4個以下 

消費者危険 

生産者危険 

← 全検 
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不良率ｐ 

サンプル数n=50 

不良品ｾﾞﾛ 

不良品１個以下 

不良品２個以下 

全検すれば 
生産者及び 
消費者危険は０ 



今までの説明では、抜き取る母集団は非常に大きいとしてきました 
↓ 

では、母集団の数が少ない場合の抜取はどうなるでしょうか？ 
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N=10個の中に赤M=3個、ｎ＝５個、抜き取った中に赤がｘ個ある確率Ｐ（ｘ） 

超幾何分布 
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サンプリング数ｎを20個 
合格判定個数ｃを1個（不良0個、1個合格） 
     を固定して、 
母集団の個数Nを規定なし、40、80及び
200個と変化させた時の合格する確率を 
算出する 

２項分布

母集団数 N
母数
規定なし

40 80 200

サンプリング数 n 20 20 20 20
合格判定個数 c 1 1 1 1

0 0 0
不良率ｐ

0% 100

0.5% 99.6 100.0
1% 98.3 99.0
2% 94.0 100.0 94.9
3% 88.0 100.0 94.0 88.8
4% 81.0 100.0 84.7 81.5
5% 73.6 75.6 74.1 73.7

6% 66.0 75.6 74.1 65.8
7% 58.7 75.6 63.3 58.1
8% 51.7 50.0 53.0 50.8
9% 45.2 50.0 43.7 44.0

10% 39.2 30.2 35.5 37.8
20% 6.9 2.2 4.5 6.0

合格する確率

超幾何分布
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不良率ｐ 

母数 

規定なし 

40

80

200

N≧10ｎ のとき  
  超幾何分布→２項分布 

母集団の数量がサンプリン数の10

倍以上ある場合は２項分布で計算
できる 
 →母集団の数量は合格確率に 
  影響しない 
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不良率ｐ 

N=10000, n=200

N=3200, n=125

N=150, n=20

N=90, n=13

N=25, n=5
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不良率ｐ 

母数 

規定なし 
40

80

150

10000

母数のロットサイズN=10000の場合、通常検査水準Ⅱではサンプル数ｎ＝200 

ロットサイズに関わらずサンプリングｎ＝20個を固定  ＡＱＬ 0.65 
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不良率ｐ 

N=10000, n=200

N=10000, n=20

ＡＱＬ 0.65 

ＡＱＬ 0.065 

合格判定個数ｃ＝０ 



ＥＸＣＥＬの計算式 

HYPGEOMDIST(標本の成功数,標本数,母集団の成功数,母集団の大きさ) 

N 10000 10000
n 200 20
c 0 0

不良率ｐ
0% 100.0 100.0

0.065% 88.6 98.8
0.10% 81.7 98.0
0.65% 26.8 87.8

1% 13.1 81.8
2% 1.7 66.7

2.5% 0.6 60.2
3% 0.2 54.3
4% 0.0 44.2
5% 0.0 35.8
6% 0.0 29.0
7% 0.0 23.4
8% 0.0 18.8
9% 0.0 15.1

10% 0.0 12.1
20% 0.0 1.1
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不良率ｐ 

N=10000,
n=200
N=10000,
n=20

HYPGEOMDIST(ｃ,ｎ,Ｎ*ｐ,Ｎ)*100 

注）ｃが１の場合は、ｃ＝０とｃ＝１の計算値の和です 
  ｃ＝２の時は、ｃ＝０、ｃ＝１及びｃ＝２の和です 
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不良率ｐ 

←生産者危険： 5％目安 

← 消費者危険： 10％目安 

ｐ０ ｐ1 

LTPD:  Lot Tolerance Percent Defective 

     ロット許可不良率 

AQL:  Acceptance Quality Limit 

     合格品質限界 



Q. ｐ0＝0.1％、ｐ1＝7％の時 
  生産者危険５％、消費者リスク１０％以下にするためには、 
  サンプル数ｎ及び合格判定数ｃを幾つに設定するか？ 
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サンプル数 

ｐ0 

ｐ1 

系列3 

系列4 

生産者危険α＝5％ →合格確率95％ 
消費者危険β=10％ →合格確率10％ 

サンプル数n=35～50個 
合格判定数ｃ＝０ 
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不良率ｐ 

0.1％ 

7.0％ 

サンプル数n=40 
合格判定数ｃ＝0 

Excelでも検討できる 
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AQL0.65 
N=280, n=20, C=0

N=280, n=80, C=1
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AQL0.65 
N=500, n=20, C=0

N=500, n=50, C=1

N=280の場合、本来 
ｎ＝32 
上矢印採用の場合 
下矢印採用の場合 

N=500の場合、本来 
ｎ＝50 
上矢印採用の場合 
下矢印採用の場合 

表記載 
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N=150, n=20, C=0

N=1200, N=80, C=1



サンプル数あるいは試験回数 

工業化研究（性能評価）では、｢統計学的に処理可能な数｣ を設定すること 

                       例 × N=3で標準偏差を算出 

ＰＱでは、生産化を考慮して、可能な限り｢ＡＮＳＩ 通常検査水準 きつい｣ 
から評価開始 

ゆるい なみ きつい 

連続5ロット中2
ロットが不合格 

連続５ロット合格 きつい検査10ロッ
ト連続実施 

検査中断 

最近の10ﾛｯﾄ合格 

生産安定 

ﾛｯﾄ不合格 

ﾛｯﾄは合格、不適合数が合格
判定数と不合格判定数の間 

開始 

（生産数／ロット） 

生産時    VD時 



合格品質限界(AQL：Acceptance Quality Limit)は購入者側
の立場で決まる 

ＡＱＬ 

不
良
損
失 

不良率 

金
額 

購
入
ｺ
ｽ
ﾄ 


